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■「ワッついた！」サイエンスサマースクール、 炎の実験

宣
●2000年大洗の夏まつり

●災害にそなえて

一我が家の危機管理マニュアル原子力災害編一
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森
町
の
學
ヵ
霞

大
洗
町
に
は
、
日
本
原
子
力
研
究
所

大
洗
研
究
所
（
原
研
大
洗
）
を
は
じ
め
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
大
洗
工
学

セ
ン
タ
ー
（
サ
イ
ク
ル
機
構
大
洗
）
、
日

本
核
燃
料
開
発
閥
、
日
揮
閥
技
術
研
究

所
、
東
北
大
学
金
属
材
料
研
究
所
附
厩

材
料
試
験
炉
利
用
施
設
の
5
つ
の
原
子

力
関
連
施
設
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
材
料
試
験
炉
(
J
M
丁

R
)
、
高
温

工
学
試
験
研
究
炉
（
日

T
T
R
)
（
以
上
原

研
大
洗
）
、
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
（
サ

イ
ク
ル
機
構
大
洗
）
の
3
つ
の
原
子
炉

を
有
し
て
い
ま
す
。

原
子
力
災
害
に
備
え

国
・
県
•
町
が
一
体
と

な
っ
て
原
子
力
防
災
対

策
を
進
め
て
い
ま
す

原
子
力
事
業
所
の
防
災
体
制
に
つ
い

て
は
、
法
令
等
に
基
づ
き
厳
重
な
安
全

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

万
が

一
事
業
所
の
異
常
事
態
に
よ
り
放

射
線
の
影
響
が
周
辺
地
域
に
及
ぶ
恐
れ

が
生
じ
た
場
合
で
も
、
国
・
県

•

関
係

市
町
村
等
が
一
体
と
な
っ
て
、
住
民
の

健
康
と
安
全
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。な

お
、
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

原
子
力
災
害
特
別
措
置
法
等
の
整
備
に

伴
い
、
現
在
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

原
子
力
災
害
は
特
殊
な
災
害
で
す

原
子
力
災
害
は
、
地
震

・
風
水
害

火
災
な
ど
と
違
っ
て
、
人
間
の
五
感
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

放
射
性
物
質
に
よ
る

放
射
線
被
ば
く
に
は
、

体
の
外
部
か
ら
受
け
る

外
部
被
ば
く
と
、
人
が

呼
吸
に
よ
っ
て
空
気
中

の
放
射
性
物
質
を
吸
い

こ
ん
だ
り
、
放
射
性
物

質
を
含
ん
だ
飲
食
物
を

取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
体
の
内
部
か
ら
受

け
る
内
部
被
ば
く
が
あ

り
ま
す
。

゜
国

・

県
•
町
で
は
原
子
力
防
災
計
画
に

基
つ
き
、
防
災
対
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

万
が
一
原
子
力
事
業
所
で
事
故
が
発

生
し
、
周
辺
地
域
に
影
響
が
及
ん
だ
り
、

及
ぶ
恐
れ
が
生
じ
た
場
合
、
町
で
は
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
が
ど

う
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
、
必
要
な
情
報

を
迅
速
に
広
報
し
ま
す
。

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
ら

災
害
の
情
報
は
、
町
が
防
災
行
政
無

線

・
広
報
車
な
ど
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
国
、

県
か
ら
は
｀
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■屋
内
退
避
・
避
難

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
、
放

射
線
の
量
が
国
の
示
し
た
数
量

を
超
え
る
と
思
わ
れ
る
と
き

は
、
防
護
対
策
を
必
要
と
す
る

地
区
の
住
民
に
対
し
て
、
屋
内

還
追
又
は
避
難
の
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。

◇
屋
内
退
避
の
指
示
が
で
た
ら

防
災
無
線
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
な
ど
の
新
し
い
情
報
を
待

つ
。

ド
ア
や
窓
を
全
部
閉
め
る
。

エ
ア
コ
ン
や
換
気
扇
な
ど
を

止
め
る
。

外
か
ら
帰
っ
て
き
た
人
は
、

顔
や
手
を
洗
う
。

食
品
に
フ
タ
を
し
た
り
、
ラ

ッ
プ
を
す
る
。

r---. 
＜三姦

胃避難場所には、生活に必

要な物資か準備されます

ペッ トはエサを 持ち物は

与えて家におく 最小限に18!_~ 
喜`応 庭囁ェ
元栓、戸閉まりを忘れずに 避難場所には徒歩て集まり指示を待つ

町
が
避
難
方
法
や
場
所
な
ど
を
指
示

し
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま

し
ょ
う
。
病
人
や
老
人
の
方
で
、
自
力

で
避
難
で
き
な
い
方
は
、
地
区
の
連
絡

責
任
者
や
町
役
場
に
連
絡
し
て
下
さ

ーヽ

。
し ◇

コ
ン
ク
リ
ー
ト
屋
内
退
避

又
は
避
難
の
指
示
が
で
た
ら
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緊
急
時
に
は
町
や
医
療
機
関
な
ど
を

◇
屋
内
退
避
の
効
果

屋
内
に
退
避
し
た
だ
け
で
も
、
放
射

線
か
ら
防
護
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
建
屋
の
屋
内
は
、
木
造
家
屋

よ
り
放
射
線
を
さ
え
ぎ
る
効
果
が
大
き

く
、
気
密
性
も
高
い
の
で
、
放
射
線
の

量
を
相
当
減
9
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
屋
外
で
の
被
ば
く
の
防
ぎ
方

屋
外
で
事
故
を
知
っ
た
と
き
は
、
タ

オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
水
に
ぬ
ら
し

て
固
く
絞
り
、
口
や
鼻
を
覆
う
と
、
呼

吸
に
よ
る
内
部
被
ば
く
を
防
ぐ
の
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

■緊
急
時
の
医
療
活
動

コ

被ばくの確認が
， 避難者の健康管理

されます
なされます

i 
疑 I

＼ !”?）鸞心！
大人小人 (l歳以上）は2錠、乳児 (l歳未満）

は1錠、服用してください。
大閉に飲んでも効果は向上しません。指示され

た服用団を必す守ってください。

■大人 小人は1日2錠、乳児は` -

ヨウ粟剤の服用は

指示に従って
（
 

中
心
に
医
療
体
制
が
組
織
さ
れ
、
皆
さ

ん
の
応
急
診
療
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

専
門
的
な
医
療
が
必
要
な
時
に
は
、
指

定
さ
れ
た
医
療
機
関
が
対
応
し
ま
す
。

◇
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

万
が
一
放
射
性
ヨ
ウ
素
が
周
辺
環
境

，

に
放
出
さ
れ
た
場
合
、
呼
吸
や
飲
食
に

よ
り
体
内
に
摂
取
さ
れ
る
と
、
甲
状
腺

障
害
な
ど
の
原
因
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
ヨ
ウ
素
剤
は
、
服
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
放
射
能
を
含
ん
だ
ヨ
ウ
素

が
甲
状
腺
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
ヨ
ウ
素
剤

は
、
災
害
対
策
本
部
の
指
示
で
配
布
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
4
万
2
千
錠
を
、
保
管
し
て

い
ま
す
。

◇
飲
食
物
の
摂
取
制
限

飲
食
物
の
放
射
能
を
測
定
し

一
定
量

以
上
の
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
区
域
の
住
民
に
対
し
て
、
飲

食
を
制
限
し
た
り
農
作
物
の
出
荷
を
禁

止
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

ー）
 

闊年

自
ヵ：／ニ当然

9,'
ご

ル

射

芯
二
[
〖

◇

ぃ
巨

人工放射線

⑭ 宇芭ガら 0.35

｀ 
大地力ら 0.4

噸鍼
食窃11ら 0.35

日内の自然放射i初の王（年間）0.4
（負別平名口の差(J)1l大）

疇
三 ．．一涅・̀

J 

ヨー0ッバヘのジェット賎旅1う(I王復）0.07
（;?ill!!こよ字宮iR(J)J8OO)

1.0―笠公究のよ？望誼（四閻）
・ （医翌1a店く）

‘、ヽ摂
取
制
限
が
指
示
さ
れ
た
時
は
、
防

災
行
政
無
線

・
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
必

要
に
応
じ
て
飲
食
物
の
供
給
な
ど
を
行

い
ま
す
の
で
、
屋
内
に
あ
る
飲
食
物
以

外
は
摂
取
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

ヽ
゜
し

同―旦[の柑

0.055塁
I:沢型只子7J発云所内辺の

S呂目凍il(缶閲）

（宍凶で18この目'Illを

大喝に下◎って いざ'1)

り図：身の回り の自然放射線と人工放射線

日
常
生
活
と
放
射
線

人
間
は
自
然
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
放
射
線
や
放
射
性
物
質
の
中
で
生
活

し
て
き
て
お
り
、
自
然
放
射
線
を
う
け

る
量
は
ー
人
あ
た
り
平
均
し
て
1
年
間

で
約
l
．
ー
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。

（
シ
ー
ベ

ル
ト
と
は
、
放
射
線
の
人
体

へ
の
影
醤
を
表
す
単
位
）

問
合
せ

生
活
環
境
課
原
子
力
防
災
係

6
0
2
9
(
2
6
7
)
5
1
1
1
 

内
線

2
4
6
.
2
4
7
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10月14日
s 

10月15日

゜
▲日本丸は10月14日 （土）1000入港、 l8El（水）1400出港

この間日没から2200までイルミネーションを点灯します。

帆船日本丸-
゜

10月15日（日）

一般公開

9:00-11 :30 

l 3:00-1 5:30 

10月14日（土）

入港 10:00

入港記念式典 l0:45 

セイルドリル 13:00
（展帆訓練）

一YOSAKOIソーラン

郷土芸能

マーチングバンド

キャラクターショー

アメリカントレイン
おもしろ自転車
フワフワ
ふれあい動物園
移動水族館
その他

ス

・オ
5

●
町
ト

••• 
大
洗
港
は
昭
和

54
年
に
国
の
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
昭
和

60
年

に
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
。
今
年
で

15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
首
都

圏
と
北
海
道
を
結
ぶ
人
と
物
流
の
拠
点
港
湾
と
し
て
、
昨
年
は
総
取

扱
貨
物
量
が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、
港
湾
と
し
て
の
役
割
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
魅
力
と
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
広
く
大
洗

を

P

R
す
る
た
め
、
フ
ェ
リ
ー
就
航

15
周
年
を
記
念
し
て

10
月
14
日

（土）

i
1
5
日
（
日
）
の
両
日
、
大
洗
港
第

4
埠
頭
（
イ
ベ
ン
ト
バ

ー
ス
）
に
お
い
て
大
洗
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
大
に
開
催
い

た
し
ま
す
。

ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
中
、
世
界
で

も
数
少
な
い
四
本
マ
ス
ト
バ
ー
ク
型
帆
船
「
日

本
丸
」
が
大
洗
港
に
初
入
港
し
、
船
内
見
学
や

セ
イ
ル
ド
リ
ル
（
展
帆
訓
練
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
バ
ー
ス
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
荒
磯
太
鼓
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
が
演
じ
ら
れ
、
こ
家
族
で
楽

し
め
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
も
多
数

開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
中
央
に
は
地
元
や
北
海
道
の
大
物
産
展

が
設
け
ら
れ
て
、
物
産
の
販
売
や
出
店
で
、
お

い
し
い
味
覚
の
秋
も
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。
海

と
港
を
身
近
に
感
じ
、
秋
の
大
洗
を
同
時
に
楽

し
む
「
大
洗
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
み

な
さ
ま
で
ぜ
ひ
こ
来
場
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

匹
茨城県や地元大洗町

の物産販売

ハマグリの七輪焼など

北海道の物産販売
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就
任
の
ご
あ

い
さ
つ

任
期
満
了
に
伴
う
大
洗
町
長
選
挙
が

9
月

5
日
告
示
さ
れ、

10
日
の
投
票
日
を
待
た
ず
に
現
職
の
小
谷
隆
亮
氏
が
無
投
票
当

選

(2
期
目
）
を
果
し
ま
し
た
。

初
秋
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
r
J

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
の
町
長

選
挙
に
際
し
ま
し
て
は
、
皆
様
の
温
か
い
こ
支
援
を
い
た

だ
き
引
き
続
き
町
政
を
担
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
の

皆
様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
尚

一
層
心
を
引
締
め
町
長

の
重
責
を
果
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

平
成
8
年
9
月
町
長
に
就
任
以
来
、
対
話
と
協
働
を
も

っ
て
人
間
性
尊
重
の
基
本
理
念
の
も
と
、
皆
様
と
と
も
に

知
恵
を
絞
り
、
豊
か
な
福
祉
社
会
を
築
く
た
め
、
先
頭
に

立
っ
て
汗
を
流
し
、

21
世
紀
を
展
望
し
た
創
造
力
豊
か
な

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
厳
し
い
経
済
環
境
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

「健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
、
「
新
大
洗
水
族
館
」
や

「子
ど
も
科
学
館
」
の
建
設
誘
致
、
南
中
学
校
の
改
築
と

県
内
初
の
教
科
教
室
型
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
学
地
連
携
、

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
町
内
清
掃
活
動
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
な
ど
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
施
策
を
住
民
参

加
の
も
と
で
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

負
託
さ
れ
た
2
期
目
の
町
政
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
に

築
き
上
げ
た
環
境
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
住
民
参
加
を
図
り

「
希
望
に
輝
く
元
気
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
力
を

注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
町
の
活
力
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々

が
健
康
で
豊
か
に
生
き
が
い
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
は
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
層
の

充
実
、
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
の
た
め
の
創
造
的
教
育
環

境
の
整
備
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
地
場
産
業
の
育
成

と
振
興
｀
上
下
水
道
、
道
路
、
港
湾
等
の
都
市
基
盤
の
整

備
促
進
、
更
に
は
、
国
際
化
時
代
に
対
応
し
た
国
際
交
流

事
業
、
ー
T
革
命
な
ど
急
速
に
進
展
す
る
情
報
化
社
会
に

対
応
し
た
地
域
情
報
化
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

大
洗
町
の
21
世
紀
の
課
題
は
、
地
域
の
特
性

．
豊
か
な

自
然
環
境
を
活
か
し
た
地
域
の
個
性
化
、
魅
力
づ
く
り
で

あ
り
ま
す
。
本
町
の
将
来
像
「
輝
く
人
•
あ
ふ
れ
る
や
さ

し
さ
•
海
の
音
密
く
ま
ち
大
洗
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、

町
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
観
光
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
の
潜
在
資
源
の
発
掘
や
発
信
し
た
い
イ
メ
ー

ジ
を
明
確
に
し
、
関
係
す
る
諸
施
策

．
事
業
（
港
湾
後
背

地
の
整
備
促
進
大
貫
台
地
開
発
・
ニ
葉
町
地
区
開
発
な

ど
）
の
具
現
化
に
力
を
注
ぎ
、
地
域
の
個
性
化
、
魅
力
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
の
ス
テ
ー
タ
ス
性
を

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
尚

一
層
の
お
力
添
え
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
2
期
目
の
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

大
洗
町
長
選
挙

小
谷
隆
亮
氏
再
選

（
 

I
.J‘’ 

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担

う
県
農
業
経
営
士

．
青
年
農
業
士
の
認

定
式
が
7
月
26
日
、
水
戸
市
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
常
陽
で
開
か
れ
、
本
町
の
菊
池
友

子
さ
ん
（
磯
浜
町
7
3
3
2
番
地
・
新

町
6
区
の
ー
）
が
県
で
初
め
て
女
性
の

青
年
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

菊
池
さ
ん
は
、
両
親
と

＿
緒
に
約
50

頭
の
和
牛
の
飼
育
や
麦
、
稲
作
、
蕎
麦
、

路
地
野
菜
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

青
年
農
業
士
認
定
は
、
次
代
を
担
う

農
業
後
継
者
に
目
標
と
励
み
を
与
え
、

農
業
青
年
と
し
て
地
域
農
業
の
中
核
的

役
割
を
担
い
、
活
力
あ
る
地
域
農
業
の

大
洗
鹿
島
線
は
、
本
町
を
は
じ
め
と

す
る
沿
線
市
町
村
の
長
年
の
夢
が
か
な

い
、
国
鉄
、
茨
城
県
な
ど
の
出
資
に
よ

ヽ
＼

l

確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
本
年
度
ま

で
に

3
7
2
人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

大
澱
塵
鼻
繍
奮
量
書
亀
拿
が
穐

a

り
昭
和
60
年
3
月
に
開
業
し
、
今
年
で

15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
列
車
利
用
者

数
は
着
実
に
増
え
て
き
ま
し
た
が
｀
現

在
は
少
子
化
の
影
醤
に
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す
。

通
勤
通
学
の
便
利
な
足
と
し
て
、
今

後
も
町
民
の
皆
さ
ん
で
応
援
し
て
い
く

た
め
「
大
洗
鹿
島
線
を
愛
す
る
会
」

（
会
長
篠
原
耕
造
氏
）
が
7
月
19
日
に

発
足
し
「
一
人
一
乗
、
ひ
と
こ
え
掛
け

声
運
動
」
な
ど
町
民
の
列
車
利
用
を
増

や
し
て
い
く
活
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

蝙
瀧
寛
子
さ
ん
七
喜

c

膏
攀
農
糞
士
に
認
定

(7) 広報おおあらい 2000.9.11 
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チ
イ

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

ガ

ス

海
霧
深
く
立
ち
て
い
る
ら
し
カ
ー
フ
ェ

リ
—
の
底
こ
も
り
鳴
る

霧
笛
い
く

た
び

桜
道
四
区
照
沼
と
よ
子

〔
評
〕
「
底
こ
も
り
鳴
る
」
が
い
い
。
そ

こ
は
か
と
な
い
抒
情
が
出
て
い
る
。

久
々
に
喜
び
別
ち
合
い
な
が
ら
ゆ

っ
く

ら
館
の
同
窓
の
集
い

永
町
一
区
高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
湯
に
浸
っ
て
若
か
り
し
昔
に
帰

る
同
窓
の
友
は
限
り
な
く
懐
か
し
い
。

田
の
面
の
日
に
照
ら
い
つ
つ
揚
雲
雀
姿

見
え
ぬ
ど
高
々
と
暗
く

桜
道
三
区
田
部
田
安
太
郎

〔評〕

天
高
く
舞
い
昇
っ
た
雲
雀
の
声

に
作
者
自
身
の
心
も
澄
明
な
の
だ
。

お
お

濃
く
淡
＜
緑
覆
え
る
築
山
に
風
渡
り
ゆ

く
光
残
し
て桜

遍
二
区
田
部
田
す
す
ほ

〔評
〕
山
に
見
た
て
た
庭
園
の
樹
々
の

緊
り
、
そ
こ
に
風
の
光
り
を
発
見
す
る
。

寄
せ
植
の
あ
ぢ
さ
い
の
花
鮮
や
か
に
街

軒
並
に
夏
の
彩
見
す

永
町
四
区
川
上

ひ
さ

あ

ぢ

さ

し

〔
評
〕
紫
陽
花
は
七
変
化
の
名
を
持
つ
。

[
奇
せ
植
で
あ
っ
て
も
美
事
な
花
を
つ
け
る
。

診
察
を
終
え
て
出
で
来
し
野
の
風
に
吹

か
れ
つ
つ
身
の
い
の
ち
甦
え
る

南
清
水

l

区

広

木

歌
壇

●
勝
山
一
美
選

＿
日
の
務
め
を
終
え
て
帰
る
家
拒
子
の

香
に
心
和
め
り角

―
二
区

前

原

青

嵐

〔
評
〕
作
者
の
庭
先
に
は
溢
る
る
ば
か

り
の
栃
子
の
開
花
が
見
ら
れ
る
の
だ
。

病
め
る
児
の
ひ
と
り
遊
び
に
疲
れ
し
か

昆
虫
図
鑑
開
か
れ
し
ま
ま

祝
町
二
区

吉

川

和

〔
評
〕
昆
虫
が
好
き
な
の
で
あ
ろ
う
、

図
鑑
を
広
げ
た
ま
ま
寝
入
っ
て
し
ま
っ

た
。

水
色
の
蒋
紫
陽
花
の
筆
先
の
い
と
細
や

か
な
絵
手
紙
届
く

寺

釜

九

区

三

村

佳

江

〔
評
〕
心
の
込
っ
た
絵
手
紙
は
こ
と
の

外
い
い
も
の
で
あ
る
。

朝
顔
の
双
葉
に
雫
光
ら
せ
て
雨
冷
え
び

え
と
降
り
つ
づ
く
午
後

寺

釜

五

区

堀

野

満

穂

〔評〕

上
の
区
に
作
者
の
目
が
よ
く
ゆ

き
届
い
て
い
て
よ
い
歌
で
あ
る
。

川
沿
い
に
建
て
る
わ
が
家
の
増
水
に
心

許
せ
ぬ
風
音
を
き
く

永
町
十
六
区
身
内
ゆ
み

〔
評
〕
台
風
接
近
は
お
だ
や
か
で
な
い
。

風
音
―
つ
に
も
心
お
び
え
る
の
だ
。

〔
評
〕
不
安
を
抱
い
た
診
察
か
ら
開
放

さ
れ
た
作
者
の
気
分
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

佳
風

き
み

昨
日
買
い
し
携
帯
電
話
広
告
に
五
分
の

＿
に
値
下
げ
と
あ
り
ぬ

成

田

大

野

恵

美

〔
評
〕
商
道
の
構
國
は
今
大
き
く
乱
れ

崩
れ
た
世
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

み
ち
の
く
の
青
葉
の
中
の
裏
道
に
白
く

や

ま

ぼ

う

し

見
ゆ
る
は
四
照
花
な
ら
ん

仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

〔
評
〕
大
き
く
枝
を
伸
ば
し
た
四
照
花

は
遠
目
に
も
鮮
や
か
な
も
の
だ
。

三
号
の
大
型
と
言
う
台
風
の
不
安
は
去

り
ぬ
進
路
変
り
て蔵

前

三

区

鴨

川

靖

〔
評
〕
下
句
に
気
持
が
表
れ
て
い
る
。

こ
ほ

幾
枝
も
幹
に
か
ら
ま
り
大
き
藤
零
れ
ん

ば
か
り
の
花
房
揺
ら
す

永

町

二

区

田

山

り

ゑ

〔評
〕
力
量
を
感
じ
さ
せ
る
詠
み
。

励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
給
う
医

師
あ
り
て
我
強
く
立
つ
べ
し

寺
釜
十
三
区
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
人
生
下
を
向
い
て
は
な
ら
な
い
。

ハ
イ
テ
ク
の
農
は
進
み
て
旬
の
味
あ
じ

わ
う
こ
と
の
少
な
く
な
り
ぬ

祝
町
五
区
石
澤

〔
評
〕
季
節
感
を
失
っ
た
現
今
゜

六
畳
間
に
電
動
マ

ッ

サ
—
ジ
器
置
か
れ

い
て
昼
半
日
を
座
し
て
動
か
ざ
り

祝
町

一
区

佐

藤

毅

〔評
〕
健
康
器
に
安
ら
ぎ
を
求
め
る
ひ

と
と
き
か
。

置
土
産
あ
ま
た
残
し
て
台
風
ゆ
く
雲

悠
々
と
空
に
浮
び
て

蔵
前
二
区
田
山

〔
評
〕
台
風
一
過
を
詠
ん
だ
歌
。

1
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ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で

「タ

ワ
ー
と

5
つ
の
十
三
夜
」

吉
村

宏

「涸
沼
川
残
照
」

内
田

真
治

大
洗
の
四

9
:
9テス
ふ

ひろせ なるみ

廣瀬 成美ちゃん

（南清水3区 11カ月）

お父さん 昌彦 お母さん 真理子

「くりくりおめめがチャームポイント

素直で明るい子に育ってね」

ア
イ
ド
ILI・

こばやし あんな

小林 杏奈ちゃん

（明神町4区 1歳7カ月）

お父さん 利幸 お母さん 香里

「お外が大好きなゃんちゃ娘のりまーす•

のバスがすき、大きくなったらガイドさん

になるのかな？」

(9) 広報おおあらい 2000.9.11 



北海道の友と交流

（
 

大洗と苫小牧のスポーツ少年団の野球を通した

交流会が7月25日～28日の4日間、苫小牧市で

行われました。

16回目となった今回は、悪天候にたたられた

こともあり、計贔賃ャンキースと 1試合を行ない

結果は引き分けでした。

「来年、苫小牧のみんなが大洗に来るのが楽し

み」子どもたちは白球を追いながら友情の輪をひ

ろげました。

i 

用たい麦茶で
イメージアップ

7月29日、 30日と8月5日の3日間、大洗くら

しの会のメンバーが大洗駅で下車して来る方々に

(_ 麦茶のサービスを行いました。

「お客さんに喜んでもらって、また大洗に来て

もらえれば」と昨年に引き続き実施され、くらし

の会のメンバーによる冷たい麦茶での歓迎に大洗

駅に降り立った皆さんは「冷たくて生きかえりま

す」とのどを鳴らしていました。

サー
LLl_̂  

◄

「
ま
た
おい
で
下
さ
い
」
く
ら
し
の
会
の
皆
さ
ん＇ 

l)
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なおき

川崎巨樹さん（水城高3年）
全国高校ゴルフ団体で優勝

8月7日～8日の2日閻栃木・那須野ケ原カントリークラ

ブで開催された全国高校ゴルフ団体で水城高校が通算5アン

ダーで優勝を飾りました。

川崎さん（大貫町478-4・寺釜3区）は、手堅く冷静なゴ

ルフを展開、初日74、2日目72の好スコアでチームの優勝

に貢献し、また10日、 ll日に行われた個人戦でも lオーバ

ーで12位という好成績をおさめました。

「プロを目指してがんばりたい」という川崎さん、夢は大

きく広がります。

....日頃の練習が正確なショ ットを生みだします

2000.9.11 広報おおあらい (l 0) 



科学の不匿請

を停19
8月8日実験や工作をとおして科学に親しむ第3

回サイエンスサマースクールが開催され、 59人の

小学生が中央公民館に集まりました。

「ジリジリモーター虫」「ガリレオ温度計」のエ

作コーナーと「何の炎かな」「すべてが凍る世界」

「ジャンボシャボン玉で遊ぽう」の実験コーナーで

科学の不思議を体験。参加した子どもたちは、驚き

と発見に目を輝かせていました。

（） 

きれいな洞沼で

大きく育て
7月27日、美しい湖沼環境保全の取り組みとして、

第一、第二保育所の園児たち32名による「さかな

放流事業」が涸沼で行われました。

子どもたちは、県水産試験場の職員から涸沼と魚

についての話を聞いた後、「大きく育ってね」と願

いを込めてセイゴ200匹を放流しました。

また屋形船による涸沼周遊が行われ、さわやかな

湖上の風を受けながら、子どもたちは楽しく水に親

しみました。 、’ノ

氾m云‘¥tマ
“r s ・ x, 
ー 、

大自然を体験
7月26日～30日の5日間、町内小学校5・6年生

の地区子供会リーダー l19名が参加して「まること

北海道体験教室」が行われました。

7月26日にフ ェリーで北海道苫小牧に向けて出

発、アルテン苫小牧（キャンプ場）をベースに野外

活動や乗馬体験など北海道の大自然の中でのびのび

と5日間を過こしました。

「乗馬やキャンプファイヤーが楽しかった」「小

樽や札幌での自由行動は自分たちで考えて行動した

ので充実していた」など参加者全員が楽しい思い出

とたくましさを持って大洗に帰ってきました。

(l l) 広報おおあらい 2000.9.11 



募
集
人
員
及
び
対
象
者
／

夏
海
幼
稚
園

4
歳
児
20
人

祝
町
幼
稚
園

4
歳
児
20
人

※

4
歳
児
は
2
年
継
続
保
育
が
原
則

磯
浜
幼
稚
園

5
歳
児
35
人

4
歳

児

平

成

8
年
4
月
2
日
1

平
成
9
年
4
月
1
日
生

5
歳
児

平
成
7
年
4
月
2
日
1

平
成
8
年
4
月
1
日
生

募
集
期
間
／
10
月
2
日
ー
10
月
16
日

該
当
す
る
幼
稚
園
に
入
園
願
喜
を
直

接
提
出
し
て
下
さ
い
。
願
書
は
、
各
幼

稚
園
及
び
学
校
教
育
課
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。
申
込
者
が
募
集
人
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／

夏
海
幼
稚
園

6
(
2
6
7
)
2
0
0
2

平
成
13
年
度

町
立
幼
稚
園
児
募
集

しの情報
INFORMATI-o-N 

（
 

町
で
は
、
保
護
者
が
病
気
や
出
産
、

災
害
や
事
故
、
看
護
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

や
む
を
得
な
い
理
由
で
家
庭
で
の
保
育

が
困
難
な
場
合
、
お
子
さ
ん
を
短
期
間

に
限
り
保
育
所
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

対
象
／
町
内
在
住
の
生
後

6
ヵ
月
以
上

の
乳
幼
児

保
育
時
間
／
午
前
8
時
30
分
＼
午
後
5

時
（
土
曜
日
は
正
午
）

利
用
料
金
／
日
額

2
、

7
7
0
円
（
給

食
費
は
別
料
金
）

申
込
み
／

福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内
線
ー
5
2
)

第

一
保
育
所

6
(
2
6
7
)
2
6
7
ー

第
二
保
育
所

6
(
2
6
7
)
2
3
6
7

第
6
回
大
洗
町
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

こ
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
9
日

午

前

9
時

1

種
目
／
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
キ
ッ

ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン

第
6
回
大
洗
町

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

緊
急
保
育
を

実
施
し
て
い
ま
す

祝
町
幼
稚
園

C
(
2
6
7
)
2
7
4
4

磯
浜
幼
稚
園

6
(
2
6
7
)
5
6
8
7

学
校
教
育
課

6
(
2
6
7
)
5
l
l
l

（
内
線
3
5
2
)

町
で
は
、
成
人
式
の
式
典
を
企
画

運
営
し
て
い
た
だ
く
新
成
人
の
皆
さ
ん

（
昭
和
55
年
4
月
2
日
1
昭
和
56
年
4

月
ー
日
生
ま
れ
の
方
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
式
典
と

な
る
よ
う
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
こ
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

募
集
部
門
／
書
道
、
薇
刻
、
絵
画
、

工
芸
美
術
、
詩
歌
、
俳
句
、
い

け
ば
な
、
写
真

申
込
み
／
9
月
1
日
1
1
4
巳
ま
で

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(2
6
7
)
0
2
3
0
 

芸
術
文
化
祭
「
展
示
の
部
」

出
品
作
品
募
集

成
人
式
を
企
画
・
運
営

し
て
み
ま
せ
ん
か

ド
コ
ル
フ
、
卓
球
、
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス

申
込
み
／
9
月
29
日
ま
で
（
グ
ラ
ウ
ン

ド
コ
ル
フ
は
当
日
受
付
）

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

‘、 2000年10月1日は、 の日です！

5年に 1度の国勢調査が全国一斉に行われます。国勢調査は、日本に住んでいるすべての人
を対象とする最も基本的な統計調査です。調査票の内容は、他にもれたり、統計を作成する以
外の目的に使用されることはありません。皆様のこ協力をお願いします。

調査日現在 、すでに3ヵ月以上住んでいる人や、
調査対象 調査日前後を適して3ヵ月以上住むことになってい

る人

調査方法
総務庁長官から任命された調査昌が、 9月下旬頃か
ら調査票を配布し、 10月1日以降に回収します。

調査内容
男女の別、出生の年月 、就業状況、遅勤 通学地
など22項目

調査結果
人口や世帯数などの速報は平成12年12月頃公表。
調査の結果は様々な行政施策に利用されます。

問 合 せ 企画課 （内線224)

2000.9.11 広報おおあらい (l 2) 



となりのまちから
9 9 I ---- -

水戸地方広域市町村圏協議会

産業交流フ ェア
とき／ ll月ll日（土） ～12日（日）

午前708寺～
ところ／ひたちなか市総合運動公園

内 容／ • 姉妹都市（黒磯市、 石巻市）などの物産展
ひたちなか踊り、ゃんさ太鼓などの芸能

お楽しみ大抽選会 ほか

問合せ／ひたちなか市産業交流フェア推進協議会事務局

fl273-0l l l （内線408/409)
FAX275-0039 

喝

うりづら秋の陣
とき／11月5日（日）午前9時～

ところ／常福寺参道、商店街、町営グランドほか

内 容／武者行列、食イベント、フリーマーケット、

キャラクターショー、各種模擬店

問合せ／瓜連文化のまちづくり事業実行委員会

fl296-024 l 

呵

第2回笠問シテ ィマラソン大／
とき／72月3日（日）

芸逗
受付午前8時～9時30分
開会式午前9時30分～50分
午後 70時スタート

ところ／笠間芸術の森公園

内 容／2km 親子・小学生（男女） ・オープン

3km 一般（男女） ・中学生（男女）

5km 車イス・一般39歳以下（男女）

40歳以上 （男女）

l 0km 車イス ・一般39歳以下（男女） ・一般

40歳以上49歳以下 （男女） ・一般50
歳以上（男女）

参加費／一般・親子 ・オープン 2,000円
高校生 7 ,000円小•中学生 300円

問合せ／笠間シティ マラソン事務局

笠間市民体育振興室（総合公園管理棟内）

も 0296-72-9330

一般

第19回友部健康マラソン
とき／72月77日（日）

ところ／友部町立北川根小学校周辺コース

内 容／2km（親子 ・小学生）

3km（中学校女子）

5km（中学校男子・一般女子 ・一般49歳以下

男子・ 一般50歳以上男子）

l 0km（一般39歳以下・一般40歳以上）

参加費／小中学生 500円 高校生 7,500円
一般 ・親子 2,500円

締 切／70月27日（金）当日消印有効

問合せ／友部町教育委員会内

友部健康マラソン大会事務局

乞 0296-77-7707 

a 

御前山青少年旅行村でリフレッシュ！！≪ロロID
大自然の中にカントリーホーム、グリーンハウス、キ

ャビン、コテージなど約300人収容の宿泊施設があり、

四季それぞれバラエティーに富んだレジャーが楽しめま

す。

l l月1日から平成73年3月37日までに宿泊利用され

た方へ、こぜんやま温泉保養センター「四季彩館」の不l」
用券（午後4時以降の利用）をプレゼントします。

予約・問合せ／御前山青少年旅行村

乞 0295-55-2222

平
成
11
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ゆ

っ
く
ら
健
康
館
の
利
用
者
が
、

8
月
25

日
で
30
万
人
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
感
謝
を
込
め
て
フ
ル
ー
ソ
ニ
ッ

ク
乗
船
券
を
は
じ
め
、
町
内
施
設
の
無

料
招
待
券
‘
ゆ
っ
く
ら
亭
の
食
事
券
等

が
当
た
る
拍
選
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

〔
期
間
〕

9
月
24
日
1
9
月
30
日

〔
賞
品
〕

ブ
ル
ー
ソ
ニ
ッ
ク
号
（
イ
ル
カ
ウ
オ

ッ
チ
ン
ク
）
乗
船
券

10
枚

大
洗
水
族
館
入
場
券

30
枚

県
統
計
協
会
発
行
「
県
民
手
帳
」

平
成
13
年
度
版
）
の
申
込
み
を
受
付

年
相

「
謝
恩
抽
選
会
」

お
知
ら
せ の

ゆ
っ
く
ら
健
康
館
三
十
万
人
達
成

幕
末
と
明
治
の
博
物
館
入
場
券
30
枚

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
入
場
券

300
枚

ゆ
っ
く
ら
健
康
館
温
泉
招
待
券

120
枚

ゆ
っ
く
ら
亭
食
事
券
（
千
円
相
当
）18

枚

ゆ
っ
く
ら
亭
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
券0

勺
6
木＇

町
外
の
方
の
割
引
に
つ
い
て

9
月
lO
日
か
ら

30
日
ま
で
、
町
民
と
同

額
の
料
金
に
割
引
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

県
民
手
帳
申
込
み
受
付

‘‘,' 

金
談

け
て
い
ま
す
。

ポ
ケ

ッ
ト
版

(
8
X
1
2
.
5
c
m
)

3
5
0
円
（
消
費
税
込
み
）

大
型
判

(
9
X
1
4
.
5
c
m
)

5
0
0
円
（
消
費
税
込
み
）

申
込
み
／
企
画
課
に
申
込
書
が
あ
り
ま

す
。
10
月
6
日
ま
で
に
代
金

を
そ
え
て
お
申
込
み
下
さ

い
。
手
帳
は
後
日
送
付
し
ま

す。

問
合
せ
／
企
画
課
（
内
線
2
2
4
)

社
会
保
険
事
務
所
と
町
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
未
納
分
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
集
合
徴
収
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
年
金
専
門
担
当
官
の
相
談
を

受
け
な
が
ら
、
未
納
に
な
っ
て
い
る
2

年
以
内
（
申
請
し
て
免
除
さ
れ
た
期
間

は
10
年
以
内
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
自
身
の
年
金
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
方
も
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

／
9
月
28
日
（
木
）

午
前
10
時
＼
午
後
3
時

場

所

／
町
商
工
会
館
研
修
室

相
談
員
／
水
戸
南
社
会
保
険
事
務
所

専
門
担
当
官

国
民
年
金
の
集
合
徴
収
と

年
金
相
談

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場

所

／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時

間

／
午
後
ー
時
30
分

1
3時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
の
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

心
配
こ
と
相
談

問
合
せ
／
住
民
課
国
民
年
金
係

（
内
線
l
l
4
)

(l 3) 広報おおあらい 2000.9.11 



朝のいきいき体操で健厩つくりを
昨年、 9月、 10月にゆっくら健康館で行われたいき

いき体操に参加した皆さんが自宅近くの広場や公園な

どで「朝のいきいき体操」を行っています。

お近くの会場に参加してみませんか。

f̀ 

代表者 会 場 時 間

大内俊夫 二丁目君十駐車場 午前6時30分～

土地秀江 明神町集会所公園 午前7時～

山口勢津子 永町駐車場 午前7時10分～

平戸米子 桜道公園 午前6時30分～

三村将夫 大貫加部東宅空き地 午前7時30分～

大久保昭子 堀割集会所 午前6時30分～

今 関みよ 束光台公園 午前6時30分～

広木茂雄 大貫諏訪神社 午前7時～

また、夏海 (JA大洗支店前 ．9月1日から）、祝町

（祝町小学校 • 9月l8日から）でもスタートしました。

お近くの方は、ぜひこ参加ください。

参加特典 〈夏海 ・祝町地区のみ〉

＊スタンプが15ケでゆっくら健康館の入場券をプレゼ

ント

含皆勤寅の方には、いき

いき体操オリジナル

Tシャツを進呈 喜冒＇ 
1
 刈広ン

条

問合せ／

健康福祉センター健康増進係

合 266-l 010 

お
い
し
い
料
理
作
り
と
栄
養
に
つ
い

て
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日

時

／
1
月
7
日
（
火
）

午
前
9
時

30
分
＼
午
後
2
時

場

所

／
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

対

象
／
町
内
在
住
の
方
35
名
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
み
／
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
こ
記
入
の
上
、
町

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
ま
で

-T
3
ー
ー
の
ー

3
9
2

磯
浜
町

6
8
8
ー
の
2
7
5

(
9
月
30
日
締
切
、
申
込
み

は
、
は
が
き
一
枚
に
つ
き
ー

名）

※
発
表
は
参
加
適
知
の
発
送
を
も
っ
て

図書室

か
ん
ぽ
料
理
栄
養
講
習
会

献
血
の
で
き
る
人
／

16
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

※
輸
血
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

は
こ
遠
慮
下
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
係

種 場 日
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
内
線
ー

5
3
)

時
／
9
月
25
日
（
月
）

9
時

30
分

1
12時
30
分

13
時

30
分

1
1
5時
30
分

所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
ー
階

保
健
セ
ン
タ
ー

類
／
全
血
献
血
2
0
0
m
e

4
0
0
m
e
 

愛
の
献
血
に
こ
協
力
を

9
日
（
月
）

■休
館
日

9
月
18
日
（
月
）

25
日
（
月
）

lO
月
2
日
（
月
）

16
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時

30
分
＼
午
後
4
時

30
分

■貸
出
期
間

2
週
間

(1
人

3
冊
）

23
日
（
土
）

6
(
2
6
6
)
l
o
l
o
 

主

催
／
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

’̀、

●大洗文化センター● 合266-2442

ピ
ー
マ
ン
マ
ン
と

ド
ク
タ
ー
ダ
マ
カ
ス

さ
く
ら

と

も

こ

作

中
村

景
児

絵

．
．
 

集
英
社

補
導
歴
の
あ
る
少
年
・
少
女
に

蓄
視
庁
担
当
官
が
話
を
聞
い
た
。

「
寂
し
か
っ
た
」
「
も
っ
と
親
と
話

し
た
か
っ
た
」
非
行
に
走
っ
て
し

ま
っ
た
若
者
た
ち
か
ら
大
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
集

.:. . 70 

． や
さ
い
の
な
か
ま
は
、
み
ん
な
自

転
車
に
の
っ
て
広
場
で
あ
そ
ん
で
い

ま
す
。
ピ
ー
マ
ン
マ
ン
は
の
れ
ま
せ

ん
。
「
い
い
な
、
い
い
な
、
の
れ
た

ら
い
い
な
」
と
し
ょ
ん
ぽ
り
歩
い
て

い
た
ら
ド
ク
タ
ー
ダ
マ
カ
ス
が
ピ
ー

マ
ン
マ
ン
の
ゆ
う
き
の
も
と
を
す
い

と
っ
て
ド
リ
ン
ク
に
し
よ
う
と
し
ま

す
。
や
さ
い
た
ち
に
は
げ
ま
さ
れ
た

ピ
ー
マ
ン
マ
ン
は

R書紹介

ざけんなよ
束京母の会連合会編

~~ 

月日耀 催事内容 開始特閻 開催讐所 虞方法

， 22 金 自治労県本音院定期大会 g・oo~ ホー）し 関係者

23 土自治労県本郁定期大会 g・oo~ ホー）し 関係者

] 0 l 4 土大好ぎ那珂｝1|交為フォーうム2000g・oo~ ホー）しl 関係者

町の人口と世帯
(8月1日現在）

人口 20,039人(+14) 

男 9,897人(+ 9) 

女 10,142人 (+ 5) 

世帯数 6,667世帯

転入 61人 転出 41人

出生 9人 死亡 15人

国民年金 (9月分）
納期は
9月29日迄です。

目民健康保険税（第4期）
下水道受益者負担金（第2期）
納期は
10月2日迄です。

2000.9.11 広報おおあらい (14) 
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フォトコンテスト
今回、大洗の自然景観のすばらしさと大洗固有のくらしや文化を

県内外にアピールすることをH的に、フォトコンテストを実施します。

特に、審査員・熊まどかさんの俳旬のイメージにあった

作品については、鵞まどか賞を授与させていただきます。
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日:E21世紀に残したい大洗の自然・くらし・文化
募集期限：平成12年12月20日まで（当日消印有効）

審査発表：平成13年1月

■フィルムカメラ部門
グランプリ (l点）ー賞状・賞金20万円副賞

PENTAX MZ-7（スニームレンズ付）

最優秀賞 (l点） 賞状 ・賞金10万円 ・副賞

優秀賞 (2点） 賞状・賞金5万円 ・副賞

黛まどか賞 (3点） ー 賞状 ・副賞

入選 (20点） 賞状・副賞

佳作 (20点） 賞状 ・副賞

■デジタルカメラ部門
デジカメグランプリ (l点） ー賞状・賞金5万円

入選 (5点） 賞状 ・副賞

計53点の表彰を行います。

審査員 審査委員長写真家丹地敏明

審査員俳人黛まどか

茨城新聞写真部長 井上伸二良

大洗町観光協会長榎本英輔

大洗町長小谷隆亮

主催・共催 大洗町／大洗のまつり実行委員会

●申込み・問合せ

大洗町商工観光課 乞W29-267-5111
〒311-1392 茨城県栗茨城郡大洗町磯浜町6881-275

URL http/ /www mito ne jp/~oa「ai/kankou/

または最寄りの茨城県カメラ商組合加盟店へ

応募規定

資 格： 特に設けません。どなたでも応募できます。

サイ ズ ：フィルムカメラ部門

カラープリント四つ切または六つ切

デジタルカメラ部門

カラープリントA4サイズ

点 数： 未発表で他のコンテストヘの応募および発

表予定のない作品であれば、お一人l0点

まで応募できます。

二重応募 ・類似と思われる作品は、入賞を

取り消すことがあります。

作品撮影日： 平成ll年以後に大洗町内で撮影したもの

に限ります。

応募方法： 応募作品の裏に、応募部門，題名 ・撮影場

所 ・撮影年月日 ・氏名 ・住所 ，電話番号

年齢 ・性別 ，職業を明記した応募票を貼付

して申込先へお送りください。

版 権： 入賞作品の版権は｀大洗町に帰属します。

作品の返却はいたしません。ただし、希望

される方は、切手を貼った返信用封筒を同

封してください（フィルムカメラ部門のみ

といたします）。

その他：合成写真組写真は応募できません。

入寅者のネガフィルムやポジフィルムは、

通知次第こ送付ください。もし、期日まで

にお送りいただけないときは失格になりま

す。

(15) 広報おおあらい 2000.9.11 



, （ 

ヽ(

ぅ知ゃ豚館の1中雇入
チ n←n今 、さ

ゴマフアザラシ
「コマちゃん」の愛称で親しまれたゴマフアザラシの体表

には、名前が示すようにコマを振ったような黒点、白点のま

だら模様があります。コマフアザラシは、北の海に生息して

おり、氷の上や冷たい海の中でも耐えられるように、厚く丈

夫な毛皮と体重の約半分もある脂肪で体が守られています。

餌は魚類やイカ、タコを食べ時には二枚貝などをかみ割っ

て食べることもあります。当館では、ホッケやサバを朝夕与

えているのですが、餌をねだるしぐさがとてもかわいいので

す。そんな「ゴマちゃん」ですが、お客様が水槽を覗くと泳

ぎながら時折チラリとこちらを見て愛嬌を振りまいています。

編集発行●大洗町役場町長公室 〒311-1392茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275 合 029(267)51l l（代） 印刷●冨士オフセット印刷株式会社

◎※この広報紙は、古紙配合率700％の再生紙を使用しています。
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